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「統合報告書2026」発行にあたって

　「統合報告書2026」は、2025年8月に発表したMission、Vision、
Values（MVV）を企業価値創造の起点として位置付け、事業戦略やビジ
ネスモデルとの繋がりを示しながら、中長期的な企業価値向上に繋がって
いく一貫したストーリーとして示すことに重点をおいて作成いたしました。
　本報告書では、価値創造を支えるビジネスモデルに焦点を当て、変化す
る事業環境の中でどのように持続的な成長を実現していくのか、その道筋
を明らかにしています。
　また、中期経営計画「integration 1.1」の先に見据える「サプライ
チェーンの変革をリードするソリューションプロバイダー」の実現を支え
る基盤として、当社ならではの無形資産も改めて整理しました。これらの
強みが各事業においてどのように価値創造へ結びついているのかを示し、兼松らしい価値創造ス
トーリーを描いています。
　本報告書の制作にあたっては、各種ガイドラインや過去の報告書に対するアンケート回答なども
参照し、全社横断的に各部門と相互協力しながら編集、取締役会での議論も経たうえで発行してい
ます。その作成プロセスは正当であり、記載内容が適切であることを表明します。
　兼松グループは、今後も「統合報告書」を株主や投資家の皆さまをはじめとするすべてのステーク
ホルダーとの対話ツールとして活用し、開示の充実と企業価値向上に努めて参ります。

取締役 執行役員
財務、主計、
営業経理担当

海野  太郎　

編集方針

編集方針
兼松グループでは、IFRS財団「国際統合報告フレー
ムワーク」、経済産業省による「価値協創ガイダン
ス」、および国際規格 ISO26000を参照し、統合思
考で捉えた内容として本誌を作成しています。当社
グループへのご理解をより深めることができました
ら幸いです。

将来見通しに関する注意事項
本統合報告書には、兼松グループの今後の計画や戦略など、将来見通し
に関する記述が掲載されています。これらの将来見通しにはリスクや不
確実性が内在しており、実際には、当社グループの事業領域を取り巻く
経済環境や市場環境、為替相場など、様々な要因により記述とは大きく
異なる結果が生じる可能性があります。

報告対象範囲等
発行年月： 2026年9月

対象期間： 2025年4月1日～2026年3月31日
（一部に報告対象期間以前・以後の情報を含みます）

対象組織： 兼松株式会社および兼松グループ

会計基準： 国際会計基準（IFRS）

グループ会社略称：
兼松エレクトロニクス株式会社（KEL）
兼松サステック株式会社（KSU）




